
衣替えの時季を迎え、道行く人々の装いにも夏らしさが感じられるころとなりました。引き続き、感染予防対策に追われる

日々をお過ごしかと思いますが、このような日々であるからこそ、正しい情報を的確にとらえること、そして、現在と将来のご

自分と社会のありようを主体的に考え、判断・行動することが大切となります。ご自身とご家族を守り、また周囲の大切な

方々を守りながら、健やかな日々をお過ごしになれますよう心よりお祈り申し上げます。



 

司
法
書
士
制
度
の
歴
史
と
役
割
に
つ
い
て

「手作りティピーテントでおうちキャンプごっこ！」

●
令
和
元
年
6
月
の
司
法
書
士
法
の
改
正
は
、
司
法
書
士
の
使
命
が

定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
司
法
書
士
は
、
国
民
が
法
律
的
な
相
談
を
す
る
際
の
身
近

な
相
手
と
し
て

「街
の
法
律
家
」
と
も
呼
ば
れ
、
登
記
手
続
き
を
通

じ
て
紛
争
を
予
防
し
、
ま
た
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
と
も
に
、
売
買

や
賃
貸
借
な
ど
の
不
動
産
取
引
全
般
に
つ
い
て
深
く
関
係
す
る
法

律
実
務
家
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
司
法
書
士
の
制
度
が
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
な

経
過
で
現
在
の
登
記
司
法
制
度
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
に
つ
い

て
一
考
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。土地家屋調査士

こ
れ
を
受
け
、
平
成
⒕
年
４
月

2
4
日
付
国
会
審
議
に
お
い
て
、
司

法
書
士
法
の
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
弁
護
士
に
し
か
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
訴
訟
代
理
権
が
、
簡
易
裁

判
所
に
つ
い
て
司
法
書
士
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

《
簡
裁
訴
訟
代
理
等
関
係
業
務
》

司
法
書
士
が
行
う
簡
易
裁
判
所
で

の
訴
訟
代
理
等
に
関
す
る
業
務
は
、

訴
訟
額
が
1
4
0
万
円
を
超
え
な
い

民
事
上
の
紛
争
で

「簡
易
裁
判
所
に

お
け
る
民
事
訴
訟
、
訴
え
提
起
前
の

和
解
、
支
払
催
告
、
証
拠
保
全
、
民
事

保
全
及
び
民
事
調
停
の
手
続
に
つ
い

て
代
理
す
る
こ
と
等
の
業
務
」
を
い

い
、
司
法
書
士
の
う
ち
、
こ
の
業
務
に

つ
い
て
法
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

者
が
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
お
わ
り
に
》

明
治
5
年
の
司
法
職
務
制
定
に
よ

り

「代
書
人
」
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、

司
法
書
士
は
、
不
動
産
登
記
、
商
業
法

人
登
記
を
中
心
に
、
法
律
事
務
の
専

門
家
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

昨
今
の
わ
が
国
で
は
、
所
有
者
不

明
土
地
の
解
決
策
と
し
て
相
続
登
記

や
住
所
変
更
登
記
が
義
務
と
な
り
、

こ
の
義
務
違
反
者
に
は
罰
則
を
科
す

こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
が
こ
の
よ
う
な
罰
則
の
対
象
と

な
ら
ぬ
よ
う
、
司
法
書
士
と
土
地
家

屋
調
査
士
は
、
登
記
に
関
す
る
様
々

な
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
常
に
国

民
に
寄
り
添
う
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

《
日
本
の
司
法
書
士
制
度
の
始
ま
り
》

日
本
が
鎖
国
を
解
い
て
近
代
国
家

と
し
て
出
発
し
た
と
き
、
明
治
政
府
の

初
代
司
法
卿(

司
法
省
長
官
の
称)

江
藤

新
平
は
明
治
5
年
8
月
3
日
に
布
告

さ
れ
た
太
政
官
無
号
達

「司
法
職
務
定

制
」
の
中
の

「代
書
人
職
制
」
を
定
め
、

こ
れ
に
よ
り
司
法
書
士
制
度
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
同
時
に

「証
書

人

（公
証
人
）
、

「代
言
人

（弁
護

士
）
」
の
制
度
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

《
司
法
書
士
制
度
の
発
展
》

大
正
8
年
に
は

「司
法
代
書
人
法
」

が
制
定
さ
れ
、
司
法
代
書
人(

司
法
書

士)

と
一
般
代
書
人(

行
政
書
士)

と
に

区
別
さ
れ
、
昭
和
⒑
年
の

「司
法
書
士

法
」
制
定
を
受
け
て

「司
法
代
書
人
」

は

「司
法
書
士
」
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
5
3
年
に
は
、
司
法
書
士
制
度

の
目
的
と
職
責
に
関
す
る
規
定
が
定

め
ら
れ
、
ま
た
国
家
試
験
制
度
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
、
司
法
書
士
制
度
を
大
き

く
発
展
さ
せ
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

《
簡
裁
訴
訟
代
理
権
の
付
与)

平
成
⒔
年
、
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
司

法
制
度
改
革
審
議
会
よ
り

「司
法
制
度

改
革
審
議
会
意
見
書(

２
１
世
紀
の
日

本
を
支
え
る
司
法
制
度
）
」
が
提
出
さ

れ
、

「国
民
の
権
利
擁
護
に
不
十
分
な

現
状
を
解
消
す
る
必
要
性
と
利
用
者

保
護
の
視
点
か
ら
、
訴
訟
手
続
き
に
お

い
て
も
隣
接
法
律
専
門
職
種
な
ど
を

活
用
す
る
」
と
の
見
地
か
ら
、
簡
易
裁

判
所
で
の
訴
訟
代
理
権
に
つ
い
て
、
司

法
書
士
へ
信
頼
性
の
高
い
能
力
担
保

措
置
を
講
じ
た
上
で
、
こ
れ
を
付
与
す

べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。

〜編集後記〜


